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古式ゆかしい華やかな衣装をまとった子
どもたちが、社殿を取り巻く遊歩道を練
り歩く姿を見に来た人たちは笑顔で見守
っていました。
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●第14回昭和町「ふるさとふれあい祭り」

　を開催します

●みんなで考えよう市町村合併

●スポーツフェスティバル2002開催要綱
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☎

　ふるさとふれあ

い祭りは、雨天の

場合は

で行います。

　ただし、子ども広場、動物の

広場、起震車コーナー、フリー

マーケットコーナーなどの一部

のイベントは中止とさせていた

だきますので、ご了承ください。

3 広報　しょうわ　平成



広報　しょうわ　平成 4



　地方分権は第三の改革と呼ば

れています。

　第一の改革は「明治維新」、第

二の改革は「戦後の改革」、そし

て第三の改革です。明治維新や

戦後の敗戦から立ち直ったよう

な改革を今、国は行おうとして

います。国と地方の関係を「上下」

から「対等」へと変えていく基

礎的な環境が地方分権一括法で

整備され、これから市町村を取

り巻く環境が大きく変わってい

くことになります。
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　江戸時代約 800 の甲斐の国の村を 64市町村に編成するまでの改革は、明治 6年に本格化しました。
区政の制定により、県は山梨、八代、巨摩、都留の 4郡の村々を 80に分けました。昭和町も、巨摩
郡第一区に、西条村、清水新居村、西条新田村。巨摩郡第二区に、築地新居村、紙漉阿原村、飯喰村、
河東中島村、押越村、上河東村、河西村に分かれました。
　明治 7・8年には県は小村運営の不経済性、不便解消を掲げ町村合併を布達し、103 件の合併が成
立しました。

　明治 11年には県は山梨、八代、巨摩、都留と 4郡がありましたが、これは単なる地域名で、行政
の実権は 34の区と 345 の町村にありましたので、区制の廃止が行われ、郡を行政体にしようという
郡区町村編成法の実施でした。
　この結果、東山梨、西山梨、東山梨、西八代、中巨摩、北巨摩、南巨摩、南都留、北都留に再編され、
西条村・押原村・常永村は中巨摩郡に属することとなりました。

　明治22年の市制町村制施行に基づく明治の大合併により、西条村と押原村が合併して西条村となり、
新しい西条村は常永村との組合村を結成しました。この時、甲府市が県内最初の市となりました。

　太平洋戦争を前にした昭和17年、西条村常永村組合村を解消して正式に合併し昭和村となりました。

　昭和 28年、町村合併促進法、昭和 31年、新市町村建設促進法と相次ぐ時限立法の後ろ盾がありま
した。県内192の市町村が現在の64市町村にほぼまとめられました。市町村の財政再建が主な目的だっ
たようです。昭和村は、甲府市との合併という話もありましたが単独で残り、その後昭和 46年村政
を改め「昭和町」の誕生となり、現在に至っています。
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10 月 28 日（月）午後 7時 30分～ 西 条 一 区 公 会 堂
11月  1  日（金）午後 7時 30分～ 西条二区第 1 公会堂
10月 19日（土）午後 7時 30分～ 清水新居区公民館
10月 16日（水）午後 7時 30分～ 西条新田区公会堂
10月 25日（金）午後 7時 30分～ 押 越 区 公 会 堂
10月 17日（木）午 後 8 時 ～ 河東中島区第1公会堂
10月 26日（土）午後 7時 30分～ 紙漉阿原区公会堂
11月  2  日（土）午後 7時 30分～ 築地新居区公会堂
10月 21日（月）午後 7時 30分～ 飯喰区集落センター
10月 20日（日）午後 7時 30分～ 河 西 区 公 会 堂
10月 22日（火）午後 7時 30分～ 上 河 東 区 公 会 堂
10月 18日（金）午後 7時 30分～ 上河東二区集会所

☎
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☎
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☎

　

①空気取入口及び煙突以外に開口部がなく、燃焼室
内の温度が800℃以上の状態で
焼却できること。
②必要な空気量が供給できる
ファンなどの装置が設置され
ていること。
③二重扉等により外気と遮断
された状態でゴミを投入でき
ること。
④燃焼室に温度計が設置され
ていること。
⑤燃焼を助けるバーナーが設置されていること。

◆家庭から出るゴミは、町指定のゴミ袋に入れて、
　指定された日・場所に出してください。
◆事業所（事務所・店舗・飲食店・工場など）から
　出るゴミ（産業廃棄物は除く）は、町が許可した
　廃棄物収集運搬業者に委託して処理するか、また
　は各事業所で直接中巨摩広域清掃センターへ搬入
　して処理してください。
　【町では収集しません。】

☎

　保育園児から高齢者まで、また、障害者と健常者の
垣根をなくし、より多くの町民が一堂に会してスポー
ツにいい汗を流し、一人一スポーツの推進が図れるこ
とを目的に、今年もスポーツフェスティバルを開催い
たします。
　競技種目は、誰でも簡単にできる種目が中心ですの
で、より楽しみながら遊び感覚で参加できます。
　スポーツの秋、ご家族・お友達をお誘いのうえ、た
くさんのご参加をお待ちしております。

　11 月 3日（日）　午前 8時～
　押原中学校グラウンド・テニスコート
　メイン競技（3種目）・子ども綱引き（子ども

　　　　クラブ）・チャイルドサッカー（町内 5保育園）・
　　　　スポーツ品バザー・体力測定等

　昭和町みんなのスポーツ推進協議会
　昭和町・昭和町教育委員会・昭和町社会福祉

　　　　協議会・昭和町体育協会
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地域で生活するために必要な訓練や作業をするところです。

治療やリハビリを受けながら生活するところです。

仕事ができるようになるための訓練を受けるところです。

　働いている知的障害のある方が寮から職場に通勤し、自分で生活するた 
　めの訓練を行うところです。

　ホームヘルパーが家庭を訪問して、掃除や洗濯、食事の用意などをお手
　伝いします。

　デイサービスセンターに通って、作業をしたりお風呂に入ったりするこ
　とができます。

　家族が病気になった時などに、一時的に施設へ入所することができます。

　世話人の助けを受けながら、アパートなどで共同で生活することができ
　ます。

支援費の利用について、わからないことがある時
　は町に相談します。

　使いたいサービスや施設を決め、町に支援費の
　申し込みをします。
　（平成 14年 11月から開始予定です）

　町は利用者などから聞き取りをし、支援費の受給
　者証を交付します。
　受給者証には利用期間が決められています。

　利用者は施設・事業者と契約します。

　利用者は施設・事業者との契約に基づき（施設）
　や（サービス）を利用します。

　利用者は本人や家族の収入によって町が決めた
　負担額を施設・事業者に支払い
　ます。

　施設・事業者は町に支援費の請
　求をします。

　町は施設・事業者に支援費の支
　払いをします。

☎
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あ
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企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

　竜王町・敷島町・玉穂町・昭和町・田富町の5町と県・国から補助を受け、平成4年4月1日から業務を開始している公益
　的な団体です。5町に居住する高年齢者に就業の機会をつくり、生きがいの充実や社会参加の推進を図り、豊かな活力ある地
　域社会づくりに寄与することを目的としています。就業に必要な知識及び技能の取得を目的とした講習会なども開催します。

　健康で、働く意欲があり、5町にお住まいで、概ね60歳以上で、センターの趣旨に賛同する方であれば会員になることが
　できます。毎月1回入会説明会を開催しています。
　　 　毎月第3月曜日　午後1時30分～（祝日の場合は翌日）
　　　　　　　　 　シルバー人材センター会議室（竜王町篠原2644-3）
　　　　　　　　 　筆記用具、印鑑、本人名義の口座番号
　　　　　　　　　　　　1,500円（センター年会費1,000円・互助会年会費500円）
　説明会に参加する場合は事前にセンターに電話で申し込んでください。

　◆軽作業（草取り、屋内外清掃等）◆技能（植木の手入れ、簡単な大工仕事、縫製等）◆管理（公園・駐車場・施設管理等）
　◆表具・表装（障子・襖・網戸の張替え）◆筆耕（賞状・宛名書き、命名等）◆家事・援助（掃除、食事の支度等）ほかにシルバー
　にふさわしいと思われる仕事

　仕事を依頼する時はまず電話でセンターへご相談ください。
　必要に応じ現場と作業を確認し、見積もり、契約等行います。

　（社）中巨摩東部シルバー人材センター（☎279-6626）
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入門教室修了者（キーボードや、マウスの操作がで
きる方）を対象に総合型表計算ソフト＝エクセル機
能について学ぶ教室です。

　10月 18日（金）・21日（月）・23日（水）

　　　　　　   25 日（金）・28日（月）・30日（水）

　　　　全 6回とも午後 7時 30分～ 9時 30分

　押原中学校パソコン教室

　30名（定員になり次第締め切ります。）

　2,200 円（テキスト代・教材費）

県内に現存する歴史建造物を訪ね、観察・鑑賞します。
今回は県南部地方の建造物です。秋の一日お誘い合
わせてどうぞ。

　10月 19日（土）

　　　　午前 9時　中央公民館集合

　旧市川家住宅→湯の奥石畳と門西家住宅→
　　　　旧赤池家住宅→旧舂米学校舎→東峰工房→
　　　　萬屋酒造店→昭和町

　25名（定員になり次第締め切ります。）

　1,200 円（昼食・保険・入館費）

☎
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平成１3年 2月～平成 13年 3月生まれのお子さん
　　　　　 及び前回未受診のお子さん　

母子手帳・1歳 6か月児健康質問票

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・バスタオル

実施日 該当児 受付時間

　　　　　

出産予定日が平成14年10月～平成15年1月の人
　母乳育児、お産に関する講義、妊婦体操や呼吸法の

　　　　　  実技など

　今年まだ結核レントゲン検査を受診されていない人は、こ
の機会に受診してください。対象者には通知と受診票を郵送
いたします。

　

＊勤務先・学校・病院など他の機関で検査を受けた人は、町
　の検診を受診する必要はありませんが、その場合は必要事
　項を記入して受診票を町へ提出してください。

☎

　

　平成14年7月生まれのお子さん
　母子手帳・筆記用具・バスタオル

＊予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票等の配布

☎

◆子宮がん検診受診票も交付できます。印鑑をお持ちください。　

　

※母子手帳の交付を希望される人は、印鑑をお持ちください。

※一般健康相談は 40歳以上の人を対象に血圧測定、尿検査、
　栄養相談などを行います。
※子宮がん健診のお申込みを受け付けています。
※印鑑をお持ちください。
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月のこよみ月のこよみ

町長と語らいのとき
（午後1時30分～）
心配ごと相談 読み聞かせとお

話の会（図書館
午後 2時～）

心配ごと相談

アニメ映画会
（図書館
　　午後 2時～）
定例結婚相談
（午後1時30分～）

みんなであそぼう
児童館
（午前10時30分～）
行政相談
心配ごと相談

読み聞かせとお
話の会（図書館
午前 11時～）

心配ごと相談

アニメ映画会
（図書館午後2時～）
定例結婚相談
（午後1時30分～）

心配ごと相談

※ 収集日が祝日の場合は収集業務はいたしませんの
で次回の収集日をご利用ください。
※ 必ず を使用してください。黒いビ
ニール袋などでは出さないでください。
※収集袋・荷札には必ず氏名、電話番号を記入して
　ください。荷札は粗大ゴミに使用してください。
※ までに出してください。
※ はしっ
　かり行ってください。
※引っ越しゴミなどを早く処理したい場合は、　役
　場環境衛生課へご相談ください。

☎
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　10 月 2日（水）
　町長室
　午後 1:30 ～ 4:00

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　2日・9日・16日・23日・
　　　30日の毎週水曜日
　社会福祉協議会
　午後 1:30 ～ 4:00

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　10月 16日（水）
　中央公民館２階
　午後 1:00 ～ 3:00

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）
　中央公民館２階
　午前 9:00 ～午後 4:00

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、カウンセ
　ラーまで
　 ☎

　月～金曜日と
　　　第 2・第 4土曜日
　社会福祉協議会
　月～金曜日は

　　　午前 8:30 ～午後 5:00
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後 1:00 ～ 4:00

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　10月 21日（月）
　総合会館裏
　午後 1:00 ～

☎
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暮 らしのなかの
ワンポイント

みんなの健康

　
　  　

さば そぼろごはん

Ⓐを

Ⓐ

　

か
ぜ
薬
や
胃
腸
薬

な
ど
の
市
販
薬
は
、

購
入
後
、
２
〜
３
回

飲
ん
で
残
り
は
救
急

箱
に
入
れ
た
ま
ま
に

な
り
が
ち
で
す
。
年

に
一
度
は
時
期
を

決
め
て
救
急
箱
を
点
検
し
ま

し
ょ
う
。

　

医
薬
品
類
は
内
服
薬
、

外
用
薬
に
分
け
て
整
理

し
、使
用
期
限
を
チ
ェ
ッ

ク
。
期
限
の
過
ぎ
た
も

の
は
処
分
し
、
必
要
で

あ
れ
ば
補
充
し
ま
す
。

外
箱
や
説
明
書
は
購
入

後
も
捨
て
な
い
で
取
っ

て
お
き
、
使
う
と
き
に

必
ず
目
を
通
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　

薬
は
厳
し
く
品
質
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
で
も

保
存
に
は
気
を
配
り
ま
し
ょ

う
。
保
存
場
所
と
し
て
適
し

て
い
る
の
は
冷
暗
所
。
高
温
、

多
湿
、
光
な
ど
は
薬
が
変
質

す
る
原
因
に
な
り
ま
す
か
ら
、

直
射
日
光
の
当
た
る
所
や
室

温
、
湿
度
が
高
く
な
る
所
に

は
置
か
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　

内
服
薬
を
飲
む
際
の
鉄
則

は
「
水
ま
た
は
白
湯
で
、
指

示
さ
れ
た
服
用
時
に
」。
お
茶

や
ジ
ュ
ー
ス
、
牛
乳
な
ど
で

飲
む
と
薬
に
よ
っ
て
は
効
果

が
妨
げ
ら
れ
た
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
体
に
害
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
飲
み
忘

れ
た
か
ら
と
い
っ
て
２

回
分
ま
と
め
て
飲
む
な

ど
と
い
う
こ
と
も
事
故

の
原
因
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
用
量
・
用
法

を
守
っ
て
正
し
く
服
用
し
ま

し
ょ
う
。
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

歌
短

ゆ
く
り
な
く
来
し
雪
船
展
の
入
り
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　

回
転
扉
に
吸
い
こ
ま
れ
た
り　
　
　
　
　
　

磯
部　

信
与

増
富
を
か
も
む
山
や
ま
動
く
が
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ひ
ぐ
ら
し
ぜ
み
の
声
合
せ
鳴
く　
　
　
　
　

今
津　

玉
江

枝
先
に
紅
さ
し
初
め
し
百
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　

つ
ゆ
空
の
中
そ
よ
り
ゆ
ら
ゆ
ら　
　
　
　
　

長
田　

和
子

悪
戯
っ
子
届
か
ぬ
流
し
に
椅
子
運
び

　
　
　
　
　
　
　
　

胡
瓜
洗
い
て
丸
か
じ
り
せ
り　
　
　
　
　
　

河
田　

好
子

父
の
齢
超
え
息
災
に
あ
り
し
事

　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
回
忌
の
母
に
告
げ
た
り　
　
　
　
　
　

五
味　

真
澄

朝
と
夕
足
の
運
び
異
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　

帰
省
最
后
の
墓
参
を
告
げ
し　
　
　
　
　
　

桑
原　

丑
寅

炎
畑
に
二
度
目
の
瓜
伸
び
は
じ
め

　
　
　
　
　
　
　
　

藁
敷
き
つ
め
て
葉
を
い
と
し
む　
　
　
　
　

輿
石
さ
だ
代

汗
に
濡
れ
野
良
着
脱
ぎ
捨
て
こ
の
頃

　
　
　
　
　
　
　
　

日
幾
度
と
な
く
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る　
　
　

河
野　

孝
枝

田
に
畑
に
ひ
た
す
ら
通
し
我
な
れ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　

手
に
余
る
今
草
も
や
む
な
し　
　
　
　
　
　

鷹
野
き
く
代

野
辺
山
の
高
原
野
菜
真
夏
日
を

　
　
　
　
　
　
　
　

知
ら
ず
に
育
ち
緑
波
打
つ　
　
　
　
　
　
　

高
野　

久
枝

現
世
を
旅
立
日
に
と
縫
お
き
し

　
　
　
　
　
　
　
　

衣
ま
と
い
て
美
し
く
逝
き　

　
　
　
　
　
　

徳
江
恵
美
子

ひ
と
夏
の
は
か
な
い
命
の
蝉
な
の
に　

　
　
　
　
　
　
　
　

猫
捕
っ
て
来
て
無
残
に
遊
ぶ　

　
　
　
　
　

中
込　

信
子

夢
に
醒
め
て
気
づ
き
し
母
の
命
日
と

　
　
　
　
　
　
　
　

長
き
戒
名
誦
し
て
香
焚
く　

　
　
　
　
　
　

松
岡　

満
子

新
築
の
家
の
ま
わ
り
は
空
の
色

　
　
　
　
　
　
　
　

青
空
が
好
き
そ
う
な
ま
と
い
か
な　
　
　
　

山
田　

勝
代

か
ら
か
ら
に
乾
き
し
畠
に
水
入
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　

か
た
へ
に
鳥
が
水
あ
そ
び
す
る　
　
　
　
　

輿
石
ミ
ス
子

連
日
の
真
夏
日
続
く
列
島
に

　
　
　
　
　
　
　
　

雷
鳴
あ
り
て
涼
風
の
立
つ　
　
　
　
　
　
　

今
村
美
智
子

抱
く
孫
の
手
足
ま
で
笑
む
吾
の
胸
に

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
た
生
き
が
い
一
つ
増
す
な
り　

　
　
　
　

保
坂　

順
子

　市町村自治研究会　　　　日本加除出版

　加藤　繁美　　　　　　　　　　小学館

　寺島　尚彦・葉　祥明　　　　二見書房

　蔵田　敏明　　　　　　　　　　淡交社

　望月　澄江　他　　　　　　婦人生活社

【児童図書】

　マイケル・グレイニエツ　　　ポプラ社

　持田　昭俊　　　　　　　　　小峰書店

　ジュリアーノ・ヴァンジ　　　　六耀社

　皆越　ようせい　　　　　　　ポプラ社

　原　ゆたか　　　　　　　　　ポプラ社

☎

昭和町内にマイホームを新築・購入・増改築する勤 

労者のために住宅資金を低利で融資する制度です。

　勤続 3年以上・前年度収入 250 万円以上の方で、町内に自

　己の住宅を新築・改築・増築・購入する勤労者。

　新築・購入…最高で 700 万円

　増築・改築…最高で 500 万円

　固定金利　年 2.30％

　最長 20年　最終年齢は 71歳未満

　取得する建物・土地

　労働金庫の定める保障機関

　（担保提供者は連帯保証人となります。）

　昭和町役場産業課（☎ 275-2111）

　中央労働金庫甲府支店（☎ 235-3431）
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　10月 6日（日）
　ふれあい館前広場
　甲斐源氏太鼓の勇壮なバチの音と

　　　　共に幕を明ける甲斐源氏祭り。町
　　　　が一体となる興奮と感動を求めて
　　　　昭和 63年に始まりました。

　須玉町役場商工観光課
　　　　（☎ 0551-42-2111）

開催日 　　   イ　ベ　ン　ト　名 　 開催地

6日（日）
大泉高原サラダ王国祭り

（大泉村役場企画観光課　0551-38-2214）
大 泉 村

上　　旬
秋の公園祭り

（笛吹川フルーツ公園　0553-23-5111）
山 梨 市

上　　旬
武田の里まつり「武田勝頼公新府入城祭」

（韮崎市役所産業経済課　0551-22-1111）
韮 崎 市

中　　旬
緑とふれあいフェスティバル

（双葉町役場産業課　0551-20-3656）
双 葉 町

中　　旬
第18回勝沼ぶどう郷トークマラソン大会

（勝沼町役場企画景観課　0553-44-2100）
勝 沼 町

中　　旬
白州・名水の里マラソン大会

（白州町教育委員会　0551-35-2800）
白 州 町

中　　旬
ポール・ラッシュ祭

（実行委員会事務局　0551-48-2114）
高 根 町

27日（日）
道志林間ロードレース

（道志村教育委員会　0554-52-2111）
道 志 村

下　　旬
およっちょい祭り

（塩山市役所商工観光課　0553-32-5068）
塩 山 市

下　　旬
ドラマチック富士トレッキング

（芦川村役場企画課　055-298-2111）
芦 川 村

下　　旬
湧暇李の里まつり

（八田村役場ふるさと開発課　055-285-0011）
八 田 村

　10月 6日（日）
　勝沼町中央公園
　豊かな実りに感謝して収穫を祝う

　　　　恒例のお祭りです。祭りは「ぶど
　　　　う村」「ワイン村」「イベント村」
　　　　の 3つのコーナーに分かれ、いろ
　　　　いろな催し物が行われます。

　勝沼町役場企画景観課観光係
　　　　（☎ 0553-44-2100）

　10月中旬
　甲府市内中心部ほか
　甲府市が誇る伝統産業や地場産業

　　　　を紹介し、また、市民が主体とな
　　　　るイベントなどを市制施行記念日
　　　　の 10月 17日を中心に、集中し
　　　　て行う秋のおまつりの総称です。

　甲府市役所
　　　　（☎ 055-237-1161）
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食
中
毒
は
、
夏
の
暑
い
時
期
だ
け
に

発
生
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
安
全
で
お
い

し
い
給
食
」
を
目
標
に
、
年
間
を
通
し

て
、
食
中
毒
に
対
し
て
細
心
の
注
意
を

は
ら
い
給
食
づ
く
り
に
励
ん
で
お
り
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
働
く
人
は
、
月
２
回

の
検
便
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
調
理
場
に
入
る
前
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
清
潔
な
白
帽
、
白
衣
、
エ

プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
を
身
に
つ
け
て
い
る

か
ど
う
か
の
確
認
を
済
ま
せ
、
し
っ
か

り
手
洗
い
を
し
て
か
ら
作
業
に
入
り
ま

す
。
手
に
傷
の
あ
る
人
、
手
荒
れ
の
あ

る
人
は
、
直
接
食
品
に
ふ
れ
る
と
食
中

毒
を
お
こ
す
危
険
が
あ
る
た
め
、ビ
ニ
ー

ル
手
袋
を
着
用
す
る
な
ど
の
注
意
を
は

ら
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
食
中
毒
防
止
の
三
原

則
と
し
て
、
菌
を
「
つ
け
な
い
」「
増
や

さ
な
い
」「
殺
す
」で
し
た
が
、最
近
で
は
、

わ
ず
か
な
菌
数
で
食
中
毒
が
発
生
す
る

菌
、（
病
原
大
腸
菌
Ｏ
１
５
７
・
サ
ル

モ
ネ
ラ
・
エ
ン
テ
リ
テ
ィ
デ
ィ
ス
）
な

ど
に
よ
る
食
中
毒
が
増
え
て
い
る
た
め
、

菌
を
「
つ
け
な
い
」「
殺
す
」
の
徹
底
が

必
要
で
あ
る
こ
と
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

食
中
毒
を
防
ぐ
に
は
、
日
常
の
健
康

管
理
や
手
洗
い
が
重
要
で
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、
丈
夫

な
体
を
つ
く
る
こ
と
や
、
乳
酸
菌
の
多

い
食
品
や
食
物
繊
維
を
十
分
に
と
っ
て
、

腸
内
細
菌
の
働
き
を
活
性
化
す
る
な
ど
、

体
の
抵
抗
力
を
高
め
て
お
く
こ
と
も
忘

れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ス
ト
レ

ス
や
疲
労
は
免
疫
力
を
低
下
さ
せ
る
も

と
で
す
。
規
則
正
し
い
生
活
も
、
食
中

毒
防
止
の
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　

学
校
や
家
庭
で
の
毎
日
の
生
活
に
お

い
て
、
正
し
い
手
洗
い
の
徹
底
や
、
規

則
正
し
い
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
保

護
者
の
み
な
さ
ん
に
も
大
い
に
気
を

配
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
と
い

え
ま
す
。
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
ま
し
て

も
更
に
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
最
善
を

尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
「
正
し
く
健
や
か
な
子
ど
も
を
育
む

た
め
に
」
〜
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
役

割
と
連
携
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

●
学
校
の
道
徳
教
育
や
子
ど
も
の
学
習
の

様
子
を
地
域
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
う
。

●
子
ど
も
た
ち
の
基
本
的
生
活
習
慣
や

し
つ
け
の
実
態
・
問
題
点
・
家
庭
や
地

域
に
お
け
る
指
導
の
あ
り
方
な
ど
に
つ

い
て
話
し
合
う
。

●
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
の
連
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
。

　

こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
行
い
ま
す
。
子

ど
も
さ
ん
が
学
校
へ
行
っ
て
い
な
い
ご

家
庭
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ

せ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

◎
西
条
小
学
校
と
押
原
中
学
校
は
来
年

度
公
開
し
ま
す
。

　　　

山
梨
県
で
は
、
毎
月
第
一
日
曜
日
を

「
家
庭
の
日
」
と
定
め
、
明
る
く
楽
し

い
家
庭
づ
く
り
を
提
唱
し
て
い
ま
す
。

　

青
少
年
育
成
昭
和
町
民
会
議
と
い
た

し
ま
し
て
も
、
総
務
部
の
事
業
と
し
て

昭
和
町
の
小
中
学
生
か
ら
作
文
を
募
集

し
ま
し
た
。
優
秀
作
品
は
、
冊
子
に
し

て
全
戸
に
配
布
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
家
族
で
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

●
標
題
の
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉

が
続
き
ま
す
。

　

父
親
の
こ
と
ば
の
ア
ク
セ
ン
ト

　

母
親
の
ほ
ほ
え
み
の
し
か
た

　

祖
父
の
生
き
方

　

祖
母
の
他
人
へ
の
い
つ
く
し
み

　

そ
れ
が
朝
と
な
く
晩
と
な
く

　

ね
む
り
つ
づ
け
て
い
る
時
も

　

食
事
を
し
て
い
る
時
も

　

知
ら
ず
知
ら
ず
に

　

し
み
こ
ん
で
い
く
も
の

　

そ
れ
が
家
庭
で
あ
り

　

人
間
の
最
初
の
学
校
で
あ
る
こ
と
の

　

ゆ
え
ん
で
あ
る
…
…
と　

何
と
含
蓄

の
あ
る
言
葉
で
し
ょ
う
か
。

　

近
頃
は
、
祖
父
母
と
生
活
を
共
に
す

る
家
庭
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
に
は
、
大
勢
の
お
年
寄
り
の
方

が
居
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
長
い
年
月

で
培
わ
れ
た
知
恵
に
学
ぶ
こ
と
は
、
た

く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
よ
い
家
庭
づ
く
り
」
は
「
よ
い
地

域
づ
く
り
」
へ
連
な
り
ま
す
。
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本
校
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
活
発
な

生
徒
会
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
特

に
部
活
動
で
は
、
関
東
大
会
に
な
ぎ
な

た
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、
剣
道
、
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
、
陸
上
、
登
山
の
各
部
の
出
場
。

全
国
大
会
に
は
、
な
ぎ
な
た
、
ボ
ク
シ

ン
グ
の
両
部
と
吟
詠
剣
詩
舞
部
門
出
場

と
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
主
催
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
は
、
本
校
の
理
解

の
も
と
近
隣
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
を
中
心
に
一
五
〇
名
を
越
え

る
参
加
を
い
た
だ
き
、
小
学
生
と
高
校

生
の
交
流
を
含
め
た
大
変
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
七
月
に
行
わ
れ
た
紫
映
祭
で

は
、
地
域
の
方
々
の
協
力
、
来
校
を
得

て
大
成
功
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
特
に
近
隣
の
小
中
学
校
に
は
テ
ン

ト
の
借
用
な
ど
、
多
大
な
ご
協
力
を
い

た
だ
き
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も

力
を
入
れ
て
お
り
、
生
徒
会
本
部
、
社

会
福
祉
委
員
会
を
中
心
に
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
九
月
に
行
わ

れ
た
全
国
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
や
ま
な
し
に
参
加
し
た
り
、
オ
フ

キ
ャ
ン
パ
ス
活
動
へ
の
参
加
も
奨
励
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
年
行
事
と
し
て

福
祉
講
話
を
予
定
し
て
お
り
、
一
年
生

は
十
月
、
二
年
生
は
十
一
月
に
計
画
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
恒
例
と
な
っ
て
い

ま
す
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
昭
寿
荘
へ

の
訪
問
も
、
十
二
月
に
清
掃
活
動
、
一

月
と
二
月
に
慰
問
活
動
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
参
加
生
徒
も
増
加

し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識
の
向

上
が
見
ら
れ
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
感
性
豊
か
な
人
間
性

の
育
成
を
目
指
し
、
様
々
な
機
会
を
捉

え
地
域
の
み
な
さ
ま
と
共
に
生
徒
を
育

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
や
心
配
ご
と
、
教
育
に
か
か
わ
る
悩
み
や
不
安
を
お

も
ち
の
方
は
、
専
門
の
相
談
員
の
先
生
と
ひ
ざ
を
ま
じ
え
て
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

学
校
に
行
け
な
い
子
・
落
ち
着
き
の
な
い
子

　

爪
を
か
む
癖
の
あ
る
子
・
チ
ッ
ク
の
あ
る
子

　

学
習
等
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
子

　

就
学
に
つ
い
て
・
進
学
に
つ
い
て
・
就
職
に
つ
い
て

　

し
つ
け
や
子
ど
も
の
生
活
に
つ
い
て
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題

　

専
門
の
巡
回
教
育
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
ど
こ
の
開
設
場
所
で
も
利
用
で
き
ま
す
が
、
相
談
日
の
２
・
３
日
前

に
必
ず
電
話
で
申
し
込
ん
で
か
ら
の
ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

塩
山
市
千
野
３
４
２
１

　

☎
０
５
５
３―

２
０―

２
７
３
２

　
　

峡
東
教
育
事
務
所
（
依
田
指
導
主
事
）

第
２
・
４
水
曜
日
駒
田　

逸
雄

　

八
代
町
南
４
３
８

　

☎
０
５
５
３―

２
０―

２
７
３
２

　
　

峡
東
教
育
事
務
所
（
丸
山
指
導
主
事
）

第
１
・
３
月
曜
日
宇
野
五
千
雄

　

六
郷
町
岩
間
７
０
０
１

　

☎
０
５
５
６―

２
２―

８
１
４
３

　
　

峡
南
教
育
事
務
所
（
芦
澤
指
導
主
事
）　

第
１
・
３
水
曜
日
土
橋　

三
夫

　

鰍
沢
町
７
９
５

第
１
・
３
水
曜
日
深
澤　

昌
廣

　

白
根
町
西
野
１
２
９
４

　

☎
０
５
５―

２
２
３―

３
６
２
３

　
　

峡
中
教
育
事
務
所
（
秋
山
指
導
主
事
）

毎
週
水
曜
日
田
中
貴
美
子

　

韮
崎
市
若
宮
２―
６―

２
６

　

☎
０
５
５
１―

２
３―

３
０
０
６

　
　

峡
北
教
育
事
務
所
（
飯
野
指
導
主
事
）

第
１
・
３
月
曜
日
鈴
木
今
朝
和

　

富
士
吉
田
市
下
吉
田
８
８
６

　

☎
０
５
５
４―

４
５―

７
８
２
２

　
　

富
士
北
麓
・
東
部
教
育
事
務
所
（
上
野
指
導
主
事
）
随

時
梶
原
憲
十
郎

中
村　

迪
雄

　

大
月
市
大
月
２―

８―

２
９

　

☎
０
５
５
４―

４
５―

７
８
２
２

　
　

富
士
北
麓
・
東
部
教
育
事
務
所
（
小
俣
指
導
主
事
）
第
２
・
４
水
曜
日
佐
藤　

善
子

※
電
話
の
申
し
込
み
は
、
各
教
育
事
務
所
の
指
導
主
事
が
担
当
し
て
い
ま
す
。
会
場
と
申
し
込
み
先
は
、
場
所

　

が
違
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

相
談
の
内
容
に
つ
い
て
は

を
固
く
守
り
ま
す
。
相
談
は

で
す
。

　

相
談
日
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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　国保被保険者　　加入世帯　2,684 世帯　　　被保険者　5,633 人　　　　平成 14年 8月末現在
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INFORMATION CORNER

お

く

や

み

  

地    

区     　

 

氏        

名     

（
届
出
人
）

西
条
二
区　

藤
綱　
　

悟　
（
彦
衛
）

上
河
東
二
区　

丹
澤　

靜
子（
依
田
美
紀
子
）

　町内在住の成人
　町立温水プール 2階トレーニングルーム
　各教室 20人
　①午前の部　10月11日～12月20日　毎週金曜日10回

　　　　　（ただし、11月15日を除く）
　　　　②午後の部　10月 9 日～12月18日　毎週水曜日10回
　　　　　（ただし、11月13日を除く）
　　　　③夜間の部　10月 9 日～12月18日　毎週水曜日10回
　　　　　（ただし、11月13日を除く）

　利用回数券（3,000 円）と上履き（ヒモ等で調整が
　　　　でき底が厚目のもの）

　10月 4日（金）　午前 10時～
　町立温水プール（☎ 275-9811）

　ハローワーク甲府では、10月の「高年齢者雇用促進月間」
のメイン行事として、「中高年齢者就職相談会」を開催しま
すので、事業主の方々をはじめ、仕事をお探しの中高年齢者
の方々のご参加をお待ちしています。

　10月 23日（水）
　　　　受　付：午後 1時～
　　　　相談会：午後 1時 30分～ 4時

　ザ・ホテル紫玉苑（甲府市飯田 1-2-4）
　甲府公共職業安定所　職業相談第 2部門

　　　　（☎ 232-6060 内線 19・22）

　総務長官から委嘱された行政相談員が、皆さまの苦情や意
見・要望をお受けします。行政について、なんでもご相談く
ださい。相談は一切無料で秘密は守られます。

　 　10月 16日（水）　午後 1時～ 3時
　 　昭和町中央公民館　第 1会議室
　 　登記、税金、年金、道路河川、保険、交通安全、
　　　　　　建築確認、行政の窓口対応など
　 　住所：紙漉阿原 2210 番地
　　　　　　氏名：小池文男（☎ 275-2468）

◆なお、行政相談委員は、上記相談日以外の日でも、次のと
おり相談を受け付けております。

　 　毎月第 3水曜日　午後 1時～ 3時
　 　昭和町中央公民館

☎
　少子・高齢化社会と言われています近頃ですが、心身とも
に健康に過ごしたいという思いは、年代を問わず共通するも
のです。地域住民の各層に、この健康づくりの輪を広げてい
くことを目的に開催します。

　10月 24日（木）
　　　　午前の部（午前 10時 30分～ 11時 30分）
　　　　　『３Ｂ親子体操　ふれあい広場』
　　　　午後の部（午後 1時～ 3時）
　　　　　『第 21回３Ｂ体操山梨大会』

　昭和町総合体育館
　午前の部　未就園児とその保護者

　　　　午後の部　日本３Ｂ体操協会会員、及び一般県民
　日本３Ｂ体操協会山梨ブロック
　山梨県教育委員会、山梨県レクリエーション協会、

　　　　昭和町教育委員会、NHK甲府放送局、山梨日日新聞社、
　　　　山梨放送、テレビ山梨、（株）NNS 甲府 CATV 局

☎ ☎

　親子でふれあいながら、音楽に合わせて楽しく体を動かし
ましょう。

　10月 24日（木）　午前 10時 30分～ 11時 30分
　　　　（受付　午前 10時～ 10時 30分）

　昭和町総合体育館（駐車場あり）
　未就園児とその保護者
　無料
　上履き、汗ふきタオル

※事前の申し込みは必要ありません。お気軽にご参加ください。

　目に異常や心配のある人を対象に、無料で診察と相談を行います。

　山梨県・山梨ライトハウス
　11月 10日（日）

　　　　 　午前 9時 30分～午後 2時 30分
　甲府市医師会健康管理センター

　　　        （旧甲府市立病院：甲府市幸町 14-6）
　目に異常がある人、目について心配ごとのある人    

                   及びその家族
　山梨県眼科医会医師団
　ハガキに住所・氏名・生年月日・電話番号・障害

　　　　　 の現状を書いて申し込んでください。（電話でも可）
　　　　　 〒 400-0064　甲府市下飯田二丁目 10-1
 　　　　　山梨ライトハウス眼科検診係（☎ 222-3502）

　11月 9日（土）

お

め

で

と

う

  

地    

区      　

氏        

名     

（
保
護
者
）

西
条
一
区　

本
田　

梨り

な菜　
（
雄
一
）

西
条
二
区　

雨
宮
怜り

ん
た
ろ
う

太
郎　
（
和
仁
）

西
条
二
区　

降
矢　

沙さ

ら来　
（
誠
）

清
水
新
居　

畔
蒜　

晃こ
う
た太　

（
修
一
）

西
条
新
田　

中
村　

彩あ
や
の乃　
（
祐
敬
）

西
条
新
田　

杉
本　

愛ま
な
と翔　
（
栄
治
）

西
条
新
田　

齊
藤　

千ち
づ
き月　

（
評
文
）

押

越　

小
田
切
音ね

お
う桜　
（
善
和
）

河
東
中
島　

鷹
野　

佑ゆ
う
き樹　

（
幸
仁
）

河

西　

河
野　

唯ゆ
い
な奈　
（
雅
徳
）

♥

♥

  

地    

区       　

氏                            

名

清
水
新
居　

佐
藤　

智
弥
◎
細
川　

幸

清
水
新
居　

丸
野　

暢
之
◎
堤　

真
由
美

押

越　

上
田　

公
彦
◎
露
﨑
友
紀
子

広報　しょうわ　平成 24



INFORMATION CORNER

　11月 10日（日）　午前 9時～
　竜王町ライオンの森（玉幡中学校北側）
　保育園年長～小学校 4年生
　30名（無料）
　◎飯ごうで自分でごはんを炊いてみよう

　　　　 　◎カレーを作ろう
　　　　 　◎ツイストパンを作ってみよう

　ボーイスカウト甲府第 2団
 　　　　　担当　武　井（☎ 276-5354）
　　　　　　　　 小宮山（☎ 232-8505）

　個人・事業主の方で、次のような悩み・相談ごとをお持ち
の方は遠慮なくご相談にきてください。
　専門の社会保険労務士・税理士が相談に応じます。
1. 年金・健康保険について、手続きや請求方法などについて
　の相談
2. 労災保険・雇用保険について、手続きや請求方法などにつ
　いての相談
3. 労働時間短縮、就業規則の作成・改正、安全衛生法などに
　ついての相談
4. 女性雇用管理、パートタイム労働、男女雇用機会均等法、
　育児・介護休業制度などについての相談
5. 労務管理の改善、各種公的助成金の請求などについての相談
6. 税金に関する何でも相談会

　10月  6  日（日）　午前 10時～午後 3時
　　　　　　（株）オギノリバーサイドシティショッピング
　　　　　　センター（田富町山之神）

　10月 20日（日）　午前 10時～午後 3時
　　　　　　（株）オギノ山梨店（山梨市下石森）

　どなたでも

　山梨県社会保険労務士会事務局
　　　　　 （☎ 253-4004　FAX253-8008）

　町教育委員会では、来春小学校に入学予定のお子さんを対象とし
た健康診断を行います。

　10月 17日（木）　午後 1時 30分～
　昭和町総合会館

　該当するお子さんがいるご家庭には、10 月上旬に健康診断の実
施要綱・健康調査票・家庭環境調査表・就学時健康診断票を配布い
たします。もし、通知が届かない場合は、 ☎

までご連絡ください。

　いつも郵便局をご利用いただきありがとうございます。
　郵便局では、10 月 1日（火）以降、販売する普通切手の
券種を現行の 57 券種から、お客さまのご利用の少ない券種
を整理して、27 券種を販売させていただきますので、お知
らせします。
　なお、現在、お客さまがお持ちになっている整理券種につ
きましては、10 月 1日（火）以降も引き続きご使用いただ
けます。
　お客さまにはご不便をお掛けすることになりますが、ご協
力の程よろしくお願い申し上げます。

☎

　10月15日（火）～17日（木）　午後6時～9時
　　　　　 ※ 3日間受講しないと、認定証は取得できません。

　15人（一般成人）
　甲府市北公民館

                   （甲府市湯村 3-5-20　☎ 252-0611）
　無料（テキスト代 1,400 円は自己負担）
　10月 3日（木）から電話で（定員になり次第締切）
　甲府地区広域行政事務組合・視聴覚ライブラリー

                   （甲府市伊勢 3-8-23　☎ 228-7641）

　児童・生徒のいじめ問題、体罰問題、親子、扶養、相続、登記、
供託、戸籍、借地、借家、名誉、差別、私的裁判、騒音、悪
臭についての悩みごと。
　相談は無料で秘密は固く守られます。

　10月 24日（木）　午前 10時～午後 3時
　昭和町中央公民館
　昭和町人権擁護委員
　役場企画行政課（☎ 275-2111 内線 211）

　車に乗ったらシートベルトを締めましょう。
　シートベルトは、最も簡単な安全手段です。「面倒だから」「ス
ピードを出さないから」「近くに行くから」シートベルトを締
めないという方が多いようですが、「スピードを出していない
とき」も、「近くに行くとき」でも重大事故は発生しています。
　ドライバーの方は、乗車している全員が「カチッ」という
音をさせ、シートベルトを締めるのを確認してからスタート
するようにしましょう。
　万が一の事故から身を守るのがシートベルトです。

☎

　町が医療機関などに
支払った 7月分の医療
費は、約4,448万9千円
です。（前年同月比4.1%
の減）病気の予防は、
早期発見、早期治療が

大切です。む
やみな転医は
つつしみ、医
療費を大切に
使いましょう。

　11月 15日（金）　午前 10時～正午
　昭和町中央公民館
　2～ 3歳児の親子（在宅子育て者）　30組
　親子体操・エプロンシアター・交流会他
　無料
　10月 21日（月）～（定員になり次第締切り）

　　　　　 ※町教育委員会にチラシがあります。
　峡中教育事務所　保坂（☎ 223-3621）

件　数 負傷 死者

物損 68件
（― 13）
人身 29件
（＋ 6）

45人

（＋ 22）

0人

（± 0）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

「気をつけて」
　  朝の一言　忘れずに
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　私たち『西条二区卓球部』は現在、男子 10 名、女子 6名の計
16名で、毎週木曜日夜 7時 30分から西条二区第一公会堂で練習
をしています。
　卓球部は以前にもあったのですが、活動は休止状態にありまし
た。平成 9年にメンバーを一新し、復活をとげ、以来町の春の球
技大会でも準優勝を 2回飾ったこともあります。
　簡単ではありますが、卓球部の紹介はこの辺にして、私たち西
条二区卓球部では現在部員を募集しています。練習が厳しいとい
うことはありません。部員みんなで和気藹々と楽しく練習してい
ます。
　卓球は年齢や男女を問わず、若者からお年寄りまでみんなで楽
しめるスポーツです。皆さんも一度参加してみてください！もし
ラケットがない方でも予備のラケットを用意してありますので気
軽に顔を出してください。
　部員一同、心よりお待ちしています。
連絡先：坂本和幸（☎ 275-2200）

男

女

計

世帯数

8,112 人（＋ 21）

7,720 人（＋ 15）

15,832 人（＋ 36）

6,034 戸（＋ 10）

んなの広場

☎

C LUB&サークル
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